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根尾谷断層水鳥断層崖におけるUAV を用いたDSMのRTK-GPS測量による精度評
価
Accuracy evaluation of UAV-measured DSM by RTK-GPS on Midori fault scarp of Neo-
dani active fault, Gifu Prefecture, Japan
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樽見鉄道水鳥駅周辺の根尾谷断層による水鳥断層崖を対象に，リアルタイムキネマティックGPSによって平面位置が
悪く見積もって 8 mmの精度をもつ基準点を６点設置し，その標高値を正解として，UAV の撮像画像から生成した DSM
の標高の計測精度を評価した．その結果，崖上の３点でそれぞれ 3 cm，－ 8～－ 9 cm，－ 5～－ 7 cmの較差となった．
また，崖下の３点でそれぞれ 40 cm前後，－ 3～－ 4 cm，－ 0.6～－ 2 cmとなった．崖下の１点を除けば，DSMは概ね
10 cm未満の精度のあることが分かった．
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